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8 
 No

 
欠
陥
番
号
 

指
摘
事
項
（
要
修
正
）
 

指
摘
事
由
〔
適
用
検
定
基
準
〕
 

現
行
教
科
書
（
修
正
後
合
格
）
 

市
販
本
・
不
合
格
教
科
書
 

自
由
社
反
論
 

調
査
官
に
よ
る
反
論
認
否
 

26
 

26
5・

31
1 

「
ヒ
ト
ラ
ー（

18
89
～

19
45
）」
中
、「
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
に
出
て
ナ
チ
ス
党
を
創
設
し

た
。」
〔
前
回
指
摘
〕

 
「
②
 
ヒ
ト
ラ
ー（

18
89
～

19
45
）」
中
、 

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
出
て
ナ
チ
ス
を
創
設

し
ま
し
た
。」
〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
党
の
関
係
）

 
〔

3-
(3

)〕
 

ヒ
ト
ラ
ー
（

18
89
～

19
45
）

 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
貧
し
い
画
学

生
だ
っ
た
が
、ド

イ
ツ
の
民
族
主
義
に
目

覚
め
、
巧
み
な
演
説
で
国
民
を
熱
狂
さ

せ
、ナ

チ
ス
党
を
大
き
く
し
た
。（

22
6頁

上
部
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）

 
〔
指
摘
箇
所
を
削
除
〕

 

ヒ
ト
ラ
ー
（

18
89
～

19
45
）
 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
貧
し
い
画
学

生
で
し
た
が
、ド

イ
ツ
の
民
族
主
義
に
目

覚
め
、ミ

ュ
ン
ヘ
ン
に
出
て
ナ
チ
ス
を
創

設
し
ま
し
た
。演

説
の
う
ま
さ
が
国
民
を

熱
狂
さ
せ
ま
し
た
。（

22
6
頁
上
部
写
真

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
 

ヒ
ト
ラ
ー
は
ナ
チ
ス
７
人
目

の
党
員
で
あ
り
、創

設
期
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
。従

っ
て
ナ
チ

ス
の
創
設
者
の
ひ
と
り
で
あ

り
、「
ナ
チ
ス
を
創
設
し
ま
し

た
」
の
表
現
に
間
違
い
は
な

く
、生

徒
が
誤
解
す
る
恐
れ
は

な
い
。

 

「
ヒ
ト
ラ
ー
は
ナ
チ
ス
７

人
目
の
党
員
」
で
は
な
い
。

ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
党
と
の

関
係
に
つ
い
て
誤
解
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
反
論
は
認

め
ら
れ
な
い
。

 

27
 

26
6・

31
0 

側
注
１
全
体

 
生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。

 
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
性
格
）〔

3-
(3

)、
前
回

指
摘
〕

 
（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
性
質
）〔

3-
(3

)、
今
回

指
摘
〕

 

共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（

国
際

共
産
党
）
の
英
語
の
略
称
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
の

19
43
年
、
ソ
連
が
英
米
な
ど

と
戦
争
で
協
力
す
る
た
め
に
解
散
し
た
。

（
22

6頁
側
注
）

 
〔
指
摘
箇
所
を
削
除
〕
 

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（

Co
m

int
er

n）
共
産
主

義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

 C
om

m
uis

t 
In

ter
na

tio
na

l の
略
称
で
共
産
主
義
者

の
国
際
組
織
。
レ
ー
ニ
ン
は

19
19
年

3
月
、

30
ヵ
国
の
代
表
を
モ
ス
ク
ワ
に
集

め
て
第

1回
大
会
を
開
き
ま
し
た
。モ

ス
ク
ワ
の
中
央
の
指
令
に
は
絶
対
的
に
従

う
軍
隊
組
織
と
同
じ
原
則
で
運
営
さ
れ
、

世
界
中
の
共
産
化
を
目
指
し
て
破
壊
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

43
年

5
月
、
ソ
連

が
戦
争
で
英
米
な
ど
と
協
力
す
る
手
前
、

名
目
的
に
解
散
し
ま
し
た
。（

22
6頁

注
） 

通
説
で
あ
る
。

 
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、
一

年
足
ら
ず
の
う
ち
に
効
力

を
失
っ
た
も
の
で
あ
り
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
般
的

性
質
を
示
す
資
料
と
は
言

え
な
い
。
反
論
は
認
め
ら

れ
な
い
。

 

28
 

26
7・

31
2 

各
国
の
共
産
党
は
、コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支

部
と
位
置
づ
け
ら
れ
、モ
ス
ク
ワ
の
本
部

の
指
令
に
絶
対
的
に
服
従
し
、自
国
の
政

府
に
対
す
る
破
壊
活
動
を
実
行
し
た
。

 
〔
前
回
指
摘
〕

 
…
の
指
令
に
従
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

政
府
を
転
覆
す
る
な
ど
、破
壊
活
動
を
行

い
ま
し
た
。〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
各
国
の
共
産
党
の
一
般
的
な
活
動
） 

〔
3-

(3
)〕

 

各
国
の
共
産
党
は
、コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
支

部
と
位
置
づ
け
ら
れ
、モ

ス
ク
ワ
の
本
部

の
指
令
に
従
っ
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
内
を

混
乱
さ
せ
る
活
動
を
行
っ
た
。（

22
7頁

） 

各
国
の
共
産
党
は
、コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
支

部
と
位
置
づ
け
ら
れ
、モ

ス
ク
ワ
の
本
部

の
指
令
に
従
っ
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
政

府
を
転
覆
さ
せ
よ
う
と
破
壊
活
動
を
行

い
ま
し
た
。（

22
7頁

）
 

〔
反
論
せ
ず
〕
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9 
 No

 
欠
陥
番
号
 

指
摘
事
項
（
要
修
正
）
 

指
摘
事
由
〔
適
用
検
定
基
準
〕
 

現
行
教
科
書
（
修
正
後
合
格
）
 

市
販
本
・
不
合
格
教
科
書
 

自
由
社
反
論
 

調
査
官
に
よ
る
反
論
認
否
 

29
 

26
9・

31
5 

19
28
年
、
蒋
介
石
は
北
京
を
お
さ
え
て

新
政
府
を
樹
立
し
た
。

 
（
同
ペ
ー
ジ
上
左
図「

蒋
介
石（

18
87
～

19
75
）」
中
、「

19
27

.9 
国
民
政
府
も
同

様
）〔
前
回
指
摘
〕

 
「
①
 
北
伐
の
経
路
図
」
中
、「

19
27

.9 
 

国
民
政
府
」〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
国
民
政
府
樹
立
の
時
期
）〔

3-
(3

)〕
 

19
28
年
、
蒋
介
石
は
北
京
を
お
さ
え
て

統
一
を
完
了
し
た
。（

22
8頁

）
 

蒋
介
石
（
18
87
～
19
75
）
と
北
伐
 

19
27

.4 
南
京
国
民
政
府
（
同
頁
上
図
）

 

…
19

28
年
、
北
京
を
お
さ
え
て
北
伐
を

完
了
し
ま
し
た
。（

22
8頁

）
 

北
伐
の
経
路
図
 

19
27

.4 
国
民
政
府
（
同
頁
上
図
）、
し

 
【
自
主
修
正
】
 

〔
反
論
せ
ず
〕

 
 

30
 

28
2・

32
3 

「
上
海
事
変
か
ら
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
」

全
体
〔
前
回
指
摘
〕

 
「
日
中
戦
争
の
始
ま
り
」（
全
体
）

 
〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
第
二
次
上
海
事
変
及
び
日
中
戦
争

の
実
態
）〔

3-
(3

)〕
 

現
地
の
日
本
軍
に
も
中
国
軍
に
も
戦
闘

拡
大
の
意
図
は
な
く
、

4日
後
に
現
地
停

戦
協
定
が
結
ば
れ
た
。し
か
し
、そ
の
日
、

近
衛
首
相
は
派
兵
を
決
定
し
、中

国
側
は

日
本
人
へ
の
襲
撃
な
ど
の
挑
発
を
や
め

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、本

格
的
な
戦
闘

状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。

 
こ
う
し
て
日
中
間
の
緊
張
が
高
ま
る

な
か
、

8月
に
は
、
外
国
の
権
益
が
集
中

し
各
国
の
租
界
が
あ
る
上
海
で
、

2人
の

日
本
の
軍
人
が
惨
殺
さ
れ
る
事
件
が
起

こ
っ
た
。

8
月

13
日
、
中
国
軍
の
大
軍

と
、日

本
人
居
留
区
を
守
っ
て
い
た
日
本

軍
と
の
間
で
、
戦
闘
が
始
ま
っ
た
（
上
海

事
変
）。
日
本
は
陸
軍
の
増
援
部
隊
を
派

遣
し
た
が
、中

国
軍
の
精
鋭
部
隊
に
苦
戦

を
強
い
ら
れ

11
月
ま
で
に

4万
人
の
死

傷
者
を
出
し
た
。（

23
3頁

）
 

  
 

 
日
本
は
国
民
党
政
権
と
の
和
平
を
強

く
望
ん
で
い
た
の
で
、8
月

5日
、「
船
津

工
作
」と

よ
ば
れ
る
和
平
案
を
提
案
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の

1回
目
の
交
渉
が

行
わ
れ
た

8月
9日

、各
国
の
租
界
が
あ

る
上
海
で
、

2人
の
日
本
の
海
軍
軍
人
が

惨
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
っ
て
、船

津
工
作
は
立
ち
消
え
に

な
り
ま
し
た
。

 
 

8
月

13
日
、
蒋
介
石
率
い
る
国
民
党

軍
の
大
軍
が
、日

本
人
居
留
区
を
守
っ
て

い
た
海
軍
陸
戦
隊
を
攻
撃
し
、戦

闘
が
始

ま
り
ま
し
た（
上
海
事
変
）。
日
本
は
陸
軍

の
増
援
部
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
が
、中

国
軍
の
精
鋭
部
隊
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ

11
月
ま
で
に

4
万
人
の
死
傷
者
を
出
し
ま

し
た
。（

23
3頁

）
 

記
述
の
全
体
を
否
定
す
る
の

は
、調

査
官
の
歴
史
観
の
押
し

つ
け
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
。
誤
り
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
箇
所
を
指
摘
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

日
中
戦
争
の
始
ま
り
と
第

二
次
上
海
事
変
と
の
関
係

や
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
反
論

は
認
め
ら
れ
な
い
。
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10
 

 

 
欠
陥
番
号
 

指
摘
事
項
（
要
修
正
）
 

指
摘
事
由
〔
適
用
検
定
基
準
〕
 

現
行
教
科
書
（
修
正
後
合
格
）
 

市
販
本
・
不
合
格
教
科
書
 

自
由
社
反
論
 

調
査
官
に
よ
る
反
論
認
否
 

31
 

29
5・

34
0 

「
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
」
全
体

 
生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
日
本
と
ア
ジ
ア
各
地
と
の
関
係
）

 
〔

3-
(3

)、
前
回
指
摘
〕

 
（
日
本
の
戦
争
目
的
及
び
占
領
の
実
態
及

び
26

2ペ
ー
ジ

8～
9行

目
と
の
関
係
）

 
〔

3-
(3

)、
今
回
指
摘
〕

 

ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本

 
日
本
の
南
方
進

出
は
、戦

争
遂
行
に
必
要
な
資
源
を
獲
得

し
、各

国
の
独
立
の
も
と
に
日
本
を
盟
主

と
し
た
新
し
い
経
済
圏
を
確
立
す
る
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
。
日
本
は
「
ア
ジ
ア
の

解
放
」
を
名
目
に
か
か
げ
た
が
、
戦
場
と

な
っ
た
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の

人
々
に
は
大
き
な
損
害
を
与
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

 
 
日
本
は
占
領
各
地
で
軍
政
を
し
い
た
。

小
学
校
や
技
術
訓
練
の
学
校
を
設
立
し
、

民
衆
を
ふ
る
い
立
た
せ
る
教
育
も
実
施

し
た
。現

地
の
独
立
運
動
の
指
導
者
た
ち

は
、欧

米
諸
国
か
ら
の
独
立
を
達
成
す
る

た
め
、
日
本
の
軍
政
に
協
力
し
た
。

 
 
し
か
し
、日

本
語
教
育
や
神
社
参
拝
を

強
い
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
も
あ
り
、連

合
国
と
結
ん
だ
抗
日
ゲ
リ
ラ
活
動
が
お

き
た
。日

本
軍
は
こ
れ
に
き
び
し
く
対
処

し
た
の
で
、民

間
人
も
ふ
く
め
多
数
の
犠

牲
者
が
出
た
。ま
た
、戦
争
末
期
に
な
り
、

日
本
の
戦
局
が
不
利
に
な
る
と
、食

料
が

欠
乏
し
た
り
、現

地
の
人
々
を
重
労
働
に

従
事
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

お
き
た
。（

24
0-

24
1頁

）
 

   

ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本

 
日
本
の
南
方
進

出
は
、戦

争
遂
行
に
必
要
な
資
源
を
獲
得

し
、各

国
の
独
立
の
も
と
に
日
本
を
盟
主

と
し
た
新
し
い
経
済
圏
を
確
立
す
る
こ

と
が
目
的
で
し
た
。
日
本
は
「
ア
ジ
ア
の

解
放
」
を
か
か
げ
ま
し
た
が
、
戦
場
と
な

っ
た
、中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
人
々

に
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

 
 
日
本
は
占
領
各
地
で
軍
政
を
し
き
ま

し
た
。小

学
校
や
技
術
訓
練
の
学
校
を
設

立
し
、民

衆
を
ふ
る
い
立
た
せ
る
教
育
を

実
施
し
ま
し
た
。現

地
の
独
立
運
動
の
指

導
者
た
ち
は
、欧

米
諸
国
か
ら
の
独
立
を

達
成
す
る
た
め
、日

本
の
軍
政
に
協
力
し

ま
し
た
。

 
 
し
か
し
、日

本
語
教
育
や
神
社
参
拝
を

と
り
入
れ
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
も
あ

り
、連

合
国
と
結
ん
だ
抗
日
ゲ
リ
ラ
活
動

も
お
き
ま
し
た
。日

本
軍
は
こ
れ
に
き
び

し
く
対
処
し
た
の
で
、民

間
人
に
も
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
末
期
に
な

り
、
日
本
の
戦
局
が
不
利
に
な
る
と
、
食

料
が
欠
乏
す
る
こ
と
や
現
地
の
人
び
と

を
労
働
力
と
し
て
動
員
す
る
こ
と
が
お

き
ま
し
た
。（

24
0-

24
1頁

）
 

私
た
ち
の
見
解
で
あ
り
、生

徒
が
誤
解
す
る
恐
れ
は
な
い
。

 
日
本
の
戦
争
目
的
及
び
占

領
の
実
態
及
び

26
2
ペ
ー

ジ
8～

9行
目
と
の
関
係
に

つ
い
て
誤
解
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
反
論
は
認
め
ら

れ
な
い
。
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11
 

 No
 

欠
陥
番
号
 

指
摘
事
項
（
要
修
正
）
 

指
摘
事
由
〔
適
用
検
定
基
準
〕
 

現
行
教
科
書
（
修
正
後
合
格
）
 

市
販
本
・
不
合
格
教
科
書
 

自
由
社
反
論
 

調
査
官
に
よ
る
反
論
認
否
 

32
 

29
6・

34
2 

「
大
東
亜
会
議
の
出
席
者
た
ち
」中
、「
南

京
に
設
立
さ
れ
た
日
本
に
協
力
的
な
政

府
」〔
前
回
指
摘
〕

 
「
①
 
大
東
亜
会
議
の
出
席
者
た
ち
」
キ

 
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
、「
中
華
民
国
南
京
政
府

（
南
京
に
設
立
さ
れ
た
日
本
に
協
力
的

な
政
府
）」
〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
に
と
っ
て
理
解
し
難
い
表
現
で
あ
る
。

（
重
慶
政
府
と
の
関
係
）〔

3-
(3

)〕
 

大
東
亜
会
議
の
出
席
者
 

中
華
民
国
南
京
政
府（

重
慶
の
蒋
介
石
政

権
に
対
抗
し
、日

本
の
支
援
を
受
け
て
南

京
に
立
て
ら
れ
た
政
府
）（

24
0
頁
上
部

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
 

大
東
亜
会
議
の
出
席
者
 

中
華
民
国
南
京
政
府（

南
京
に
設
立
さ
れ

た
日
本
に
協
力
的
な
政
府
）（

24
0
頁
上

部
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）

 

蒋
介
石
の
政
権
が
重
慶
に
遷

都
し
た
こ
と
は

23
2, 

23
3
頁

に
て
記
載
し
て
い
る
。そ

れ
と

は
別
に
南
京
政
府
が
設
立
さ

れ
た
と
い
う
事
実
は
こ
の
記

述
で
生
徒
に
は
十
分
理
解
可

能
で
あ
る
。

 

中
華
民
国
南
京
政
府
が
重

慶
政
府
と
ど
の
よ
う
な
関

係
に
立
つ
の
か
が
理
解
し

難
い
。
反
論
は
認
め
ら
れ

な
い
。

 

33
 

29
7・

34
3 

日
本
は

19
43
年
、
ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
独
立
さ
せ
…

19
45
年
に
は
、
ベ
ト

ナ
ム
、カ

ン
ボ
ジ
ア
、ラ

オ
ス
の
独
立
を

実
現
さ
せ
た
。〔
前
回
指
摘
〕

 
「
①
 
大
東
亜
会
議
の
出
席
者
た
ち
」
キ

 
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
、「
日
本
は

19
43
年
、

ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
独
立
さ
せ
…

19
45
年
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
の
独
立
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
」（

25
4
ペ
ー
ジ
下
「
第

5
章

 
2
つ

の
世
界
大
戦
と
日
本
・
ま
と
め
図
」中

の
「
大
東
亜
会
議
・
ア
ジ
ア
の
独
立
」も

同
様
）〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
に
と
っ
て
理
解
し
難
い
表
現
で
あ
る
。

（
24

7ペ
ー
ジ
上
表「
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
」

と
の
関
係
）〔

3-
(3

)〕
 

 

日
本
は

19
43
年
、
ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
独
立
さ
せ
…

19
45
年
に
は
、
ベ
ト

ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
を
独
立
さ

せ
た
。（

24
0頁

側
注
）
 

日
本
は

19
43
年
、
ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
独
立
さ
せ
…

19
45
年
に
は
、
ベ
ト

ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
独
立
を

実
現
さ
せ
ま
し
た
（

24
0頁

写
真
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
）
 

〔
反
論
せ
ず
〕

 
 

34
 

29
9・

34
4 

日
本
を
解
放
軍
と
し
て
む
か
え
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
人
々
〔
前
回
指
摘
〕

 
「
⑤
日
本
を
解
放
軍
と
し
て
む
か
え
た

 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
」（
全
体
）〔
今
回

指
摘
〕

 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
占
領
の
実
態
）

 
〔

3-
(3

)〕
 

日
本
を
解
放
軍
と
し
て
む
か
え
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
人
々
（
中
略
）

 
 

19
42
年
、
日
本
軍
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
進
駐
す
る
と
、人

々
は
道
ば
た
に
集
ま

り
、
歓
呼
の
声
を
あ
げ
て
迎
え
た
。
日
本

は
オ
ラ
ン
ダ
を
追
放
し
て
く
れ
た
解
放

軍
だ
っ
た
。
実
際
、
日
本
の

3年
半
の
占

領
期
間
に
、P

ET
A
と
称
す
る
軍
事
組
織

日
本
を
解
放
軍
と
し
て
む
か
え
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
人
々
（
中
略
）

 
 

19
42
年
、
日
本
軍
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
進
駐
す
る
と
、人

々
は
道
ば
た
に
集
ま

り
、
歓
呼
の
声
を
あ
げ
て
迎
え
ま
し
た
。

日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
を
追
放
し
て
く
れ
た

解
放
軍
だ
っ
た
の
で
す
。
実
際
、
日
本
の

3年
半
の
占
領
期
間
に
、
郷
土
防
衛
義
勇

〔
反
論
せ
ず
〕
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 No
 

欠
陥
番
号
 

指
摘
事
項
（
要
修
正
）
 

指
摘
事
由
〔
適
用
検
定
基
準
〕
 

現
行
教
科
書
（
修
正
後
合
格
）
 

市
販
本
・
不
合
格
教
科
書
 

自
由
社
反
論
 

調
査
官
に
よ
る
反
論
認
否
 

37
 

33
0・

36
9 

「
冷
戦
の
経
過
」
中
、「

19
49

 
中
華
人

民
共
和
国
（
共
産
党
政
権
）
成
立
」

 
 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
成
立
時
の
中
華
人
民
共
和
国
の
性

格
）〔

3-
(3

)〕
 

冷
戦
の
経
過
〔
年
表
〕

 
19

49
 
中
華
人
民
共
和
国
成
立

 
（

25
9頁

年
表
「
ソ
連
中
心
の
共
産
主
義

陣
営
」
の
欄
）

 

冷
戦
の
経
過
〔
年
表
〕

 
19

49
 
中
華
人
民
共
和
国
（
共
産
党
政

権
）
成
立
（

26
4頁

年
表
「
ソ
連
中
心
の

共
産
主
義
陣
営
」
の
欄
）
 

19
49
…
中
華
人
民
共
和
国

（
中
国
共
産
党
政
権
）」
と
い

う
記
述
を
、「
及
び
そ
の
他
の

政
党
を
含
む
連
合
政
権
」の

よ
う
に
書
く
こ
と
は
、共

産
党
一

党
支
配
を
糊
塗
す
る
些
末
な

事
実
に
と
ら
わ
れ
て
、こ

と
の

本
質
を
見
失
う
お
そ
れ
が
あ

る
。歴

史
の
真
実
は
ま
ぎ
れ
も

な
く「

中
国
共
産
党
政
権
」で

あ
っ
た
こ
と
は
誰
も
否
定
で

き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

建
国
当
初
の
中
華
人
民
共

和
国
は
、
統
一
戦
線
的
性

格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

申
請
図
書
の
記
述
で
は
共

産
党
政
権
と
誤
解
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
反
論
は
認

め
ら
れ
な
い
。

 

38
 

34
0・

37
8 

「
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
」
中
、

「
江
崎
玲
於
奈
（
え
ざ
き
）」
」〔
前
回
指

摘
〕

 
「
⑨
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者（
一

覧
表
）」
中
、「
江
崎
玲
於
奈
」の
ル
ビ「
え

ざ
き
れ
お
な

 

誤
り
で
あ
る
。（
ル
ビ
）〔

3-
(1

)、
前
回
指
摘
〕 

  不
正
確
で
あ
る
。〔

3-
(1

)、
今
回
指
摘
〕

 

日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

 

江
崎

E

え
ざ
き

AAE玲
於
奈

E

れ
お

な
 

（
26

9頁
一
覧
表
）

 

日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

 

AE江
崎

E

え
さ
き

AAE玲
於
奈

E

れ
お

な
 

（
27

3頁
一
覧
表
）

 
【
自
主
修
正
】
 

〔
反
論
せ
ず
〕

 
 

39
 

34
6・

38
5 

「
中
国
に
よ
る
民
族
弾
圧
と
周
辺
地
域

と
の
紛
争
」中

、中
華
人
民
共
和
国
の
塗

色
〔
前
回
指
摘
〕

 
②
中
国
に
よ
る
民
族
弾
圧
と
周
辺
地
域

と
の
紛
争
〔
今
回
指
摘
〕

 

生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で

あ
る
。（
中
華
人
民
共
和
国
の
領
域
）

 
〔

3-
(3

)、
前
回
指
摘
〕

 
生
徒
が
誤
解
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
図
で
あ

る
。（
当
該
地
域
の
現
況
）〔

3-
(3

)、
今
回
指

摘
〕

 

中
国
に
よ
る
民
族
弾
圧
と
周
辺
地
域
と

の
紛
争

 
（

27
2頁

地
図
）

 
〔
検
定
意
見
に
従
い
、台

湾
を
中
華
人
民

共
和
国
と
同
色
に
塗
色
？
〕

 

中
国
に
よ
る
民
族
弾
圧
と
周
辺
地
域
と

の
紛
争

 
（

27
8頁

地
図
）

 
〔
中
華
人
民
共
和
国
は
赤
、台

湾
は
白
に

な
っ
て
い
る
〕

 

〔
反
論
せ
ず
〕

 
 

（
本
表
は
、「
平
成

26
年
度

 
検
定
意
見
書
」「
（

20
20
年
４
月
）
令
和
元
年
度

 
検
定
意
見
書
」（
共
に
文
科
省

H
P）
、
自
由
社
現
行
教
科
書
、
市
販
本
・
不
合
格
教
科
書
な
ど
か
ら
、
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。）

 

」 〔
今
回
指
摘
〕


